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第 1 章

新規および変更情報

• 新規および変更情報 （1 ページ）

新規および変更情報
次の表は、この最新リリースに関するこのガイドでの機能に対する大幅な変更の概要を示した
ものです。ただし、このリリースに関するガイドの変更点や新機能のなかには、この表に記載
されていないものもあります。

表 1 : Unified Communications Manager と IM およびプレゼンスサービスでの新機能と変更された動作

日付参照先説明変更履歴

2025 年 7 月
31 日

コールルーティ
ングの制限（247
ページ）

UnifiedCommunicationsManagerのサービス広
告フレームワークによるコール制御検出のサ
ポートが削除されました

Unified
Communications
Manager の
サービス広告
フレームワー
ク経由のコー
ル制御検出

2024 年 5 月
30 日

• スマート ソ
フトウェア
ライセンシ
ングへの
Connection
の設定（リ
リース
14SU4 以降
に適用）
（16 ペー
ジ）

スマートライセンスのアップデートSmart Receiver
Transport
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日付参照先説明変更履歴

2023 年 5 月
18 日

—システムガイドがリリース 14SU3 で再発行
されました。

リリース
14SU3 のアッ
プデート

2023 年 5 月
18 日

SRTP DTMF 相
互接続 （147
ページ）

現在、安全な通話と安全でない通話の両方で
DTMF が一致しない場合に、Unified
Communications Manager によって MTP が挿
入されます。ただし、安全な通話の場合は、
MTP が挿入されても、当事者のメディア間
でMTPの受け渡しが行われるだけで、DTMF
イベントが当事者間で送受信されることはあ
りません。 Unified CM リリース 14SU3 より
も前のバージョンでは、DTMF変換は安全で
ない通話でのみ機能し、DTMFが一致しない
場合に MTP が割り当てられていました。

このリリースでは、セキュアなエンドポイン
ト間で DTMF の不一致があった場合に、
Unified CMからハードウェアMTPを（SRTP
と DTMF の相互接続サポートにより）呼び
出すことができます。

DTMF SRTP
相互接続

2023 年 5 月
18 日

• 共通サービ
ス ポート
（489 ペー
ジ）

• 電話機と
Cisco
Unified
Communications
Manager と
の間のシグ
ナリング、
メディア、
およびその
他の通信
（495 ペー
ジ）

インターネット接続がなく、Wi-Fi 接続に制
限のあるネットワーク環境（病院、クルーズ
船、飛行機など）で iOSデバイスを使用する
場合、Webex アプリは VoIP の着信通話の通
知を受け取りません。 インターネットに接
続できない場合、Apple プッシュ通知サービ
ス（APNS）にデバイスからアクセスするこ
とができません。 ユーザーは通話を遅延な
しで受信したいと思っても、 ネットワーク
の速度が遅い場合は、APNSでの通話に数秒
の遅延が発生する場合があります。

今回のリリースで、ローカルプッシュ通知
サービス（LPNS）が Apple デバイスでの通
話用に導入されています。 これにより、永
続的接続を使用してクライアントにプッシュ
メッセージが送信されるため、遅延を最小限
に抑えることができます。

通話用 iOS
ローカルプッ
シュ接続機能

2022 年 6 月
16 日

—システムガイドがリリース 14SU2 で再発行
されました。 このリリースで導入された技
術的機能はありません。

リリース
14SU2
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日付参照先説明変更履歴

2021 年 10 月
27 日

—システムガイドがリリース 14SU1 で再発行
されました。

リリース
14SU1

2021 年 10 月
27 日

Opusコーデック
トランスコー
ダーサポート
（150 ページ）

UnifiedCommunicationsManagerには、メディ
アネゴシエーションを成功させるために必要
なOpusオーディオコーデックのトランスコー
ディングをサポートする、Skinny Client
Control Protocol（SCCP）で制御される iOS
ベースの登録済みメディアリソースが含まれ
るようになりました。

Opusコーデッ
クトランス
コーダーサ
ポート

2021 年 10 月
27 日

• TFTP サー
バのダイナ
ミック設定
（438 ペー
ジ）

• TFTP サー
バの手動設
定 （439
ページ）

Unified Communications Manager は、TFTP プ
ロキシを SIP OAuth の展開でサポートしま
す。

OAuth 用の
TFTP プロキ
シサポート

2021 年 3 月
31 日

—システムガイドの最初の公開。リリース 14

2021 年 3 月
31 日

• アクティ
ベーション
コードを使
用する登録
方法の設定
（448 ペー
ジ）

• アクティ
ベーション
コードの使
用例 （459
ページ）

SIP OAuth を使用すると、オンプレミスでも
MRA 上でも、エンドツーエンドでのセキュ
アなシグナリングおよびメディア暗号化を
CAPFなしでデフォルトで行うことができま
す。SIP OAuth が有効な場合、SIP 電話のセ
キュリティをTFTPで保護することができま
す。

78xx および
88xx電話機の
SIP OAuth の
有効化
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日付参照先説明変更履歴

2021 年 3 月
31 日

スマート ソフト
ウェア ライセン
シング （9
ページ）

UnifiedCommunicationsManagerは、バージョ
ンに依存しないユーザライセンスをサポート
しています。 ライセンスは、サービススタ
イルで、サブスクリプション期間に対して発
行されます。 これらの V14 ライセンスは、
Flex EA (エンタープライズ アグリーメント)
または Flex NU (名前付きユーザ:プロフェッ
ショナル、拡張、アクセス) から注文できま
す。

バージョンに
依存しないラ
イセンス
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第 2 章

はじめに

• システム設定の概要 （5 ページ）

システム設定の概要
このドキュメントには、コール制御システムのインストール後の設定に関する基本設定タスク
が含まれています。このドキュメントに従って、システムパラメータ、ダイヤルプランとコー
ル ルーティング、メディア リソースを設定し、アプリケーションの統合、エンド ユーザおよ
びエンドポイントのプロビジョニングを行います。このドキュメントの手順を完了すると、設
定済みのダイヤル プラン、コール ルーティング、メディア リソース、帯域幅管理リソース、
および基本的なセキュリティを含む基本設定ができているはずです。さらに、ユーザとエンド
ポイントがプロビジョニングされます。

このマニュアルの構成は、次のとおりです。

• システム コンポーネント：システム ライセンス、基本的なセキュリティ、SSO、デバイ
ス プール、トランク、ゲートウェイ、メディア リソース、およびコール アドミッション
制御などの項目を設定します。

• ダイヤル プラン：ダイヤル プランとコール ルーティング要素を設定します。

• アプリケーションの統合：Cisco Emergency Responder、Cisco Unity Connection、Cisco
Expressway などのアプリケーションを統合します。

• ユーザのプロビジョニング：システムにユーザを追加します。

• デバイスのプロビジョニング：ユーザ用のデバイスを登録します。

このガイドのタスクを完了すると、ご使用のシステムに、ユーザ、デバイス、基本的なセキュ
リティ、および SSO がセットアップされます。 その後で、シスコのソリューションの設定に
進むことができます。
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第 I 部

システム コンポーネント
• スマート ソフトウェア ライセンシング （9 ページ）
• エンタープライズ パラメータおよびサービスの設定 （41 ページ）
• IPv6 スタックの設定 （55 ページ）
• 2 つのスタック（IPv4 および IPv6）の設定 （63 ページ）
• 基本的なセキュリティの設定 （69 ページ）
• シングル サインオンの設定 （75 ページ）
• デバイス プールのコア設定の設定 （83 ページ）
• トランクの設定 （107 ページ）
• ゲートウェイの設定 （117 ページ）
• SRST の設定 （139 ページ）
• メディア リソースの設定 （145 ページ）
• 会議ブリッジの設定 （177 ページ）
• 拡張ロケーション コール アドミッション制御の設定 （187 ページ）
• Resource Reservation Protocol（RSVP）の設定 （197 ページ）
• プッシュ通知の設定 （205 ページ）





第 3 章

スマート ソフトウェア ライセンシング

• スマート ソフトウェア ライセンシングの概要 （9 ページ）
• システムライセンスの前提条件 （12 ページ）
• スマート ソフトウェア ライセンシングのタスク フロー （13 ページ）
• スマート ソフトウェア ライセンシングでの追加タスク （19 ページ）
• 特定のライセンスの予約 （24 ページ）
• バージョンに依存しないライセンス （37 ページ）
• スマート ライセンシングのエクスポートに関するコンプライアンス （38 ページ）

スマート ソフトウェア ライセンシングの概要
Ciscoスマート ソフトウェア ライセンシングは、ライセンスに関する新しい考え方を提供して
います。 ライセンスの柔軟性が増し、企業全体のライセンスがシンプルになります。 また、
ライセンスの所有権および消費が可視化されます。

Ciscoスマート ソフトウェア ライセンシングを使用すると、デバイスが自己登録し、ライセン
ス消費を報告し、製品アクティベーションキー（PAK）が必要なくなり、ライセンスの調達、
展開、管理が簡単にできるようになります。 ライセンス資格を単一のアカウントにプールし
て、必要に応じてネットワーク経由でライセンスを自由に移動することができます。 Cisco製
品全体で有効化され、直接クラウドベースまたは間接導入モデルによって管理されます。

Cisco スマート ソフトウェア ライセンシング サービスでは、製品インスタンスを登録し、ラ
イセンスの使用状況を報告し、Cisco Smart SoftwareManagerまたはCisco Smart SoftwareManager
サテライトから必要な認証を取得します。

スマート ライセンシングでは次のことを実行できます。

• ライセンスの使用状況とライセンス数の表示

• 各ライセンス タイプのステータスの表示

• Cisco Smart Software Manager または Cisco Smart Software Manager サテライトによる利用可
能な製品ライセンスの表示

• Cisco Smart Software Manager または Cisco Smart Software Manager サテライトによるライセ
ンス認証の更新
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• ライセンス登録の更新

• Cisco Smart Software Manager または Cisco Smart Software Manager サテライトによる登録解
除

ライセンス認証は 90 日間有効で、更新は 30 日に 1 回以上行われます。 Cisco Smart Software
Manager または Cisco Smart Software Manager サテライトに接続しないと、認証の期限は 90 日
後に切れます。

Cisco Smart Software Manager サテライトのオプションを選択する場合、このサテライトが認証
を行うために、Cisco Smart SoftwareManagerへのインターネット接続が必要になります。Cisco
Smart Software Manager サテライトは、接続時間が設定可能な接続済みモードと、手動同期が
必要な切断モードの 2 つのモードで動作できます。

（注）

スマート ライセンシングの導入オプションには、主に次の 2 つがあります。

• Cisco Smart Software Manager

• Cisco Smart Software Manager サテライト

Cisco Smart Software Manager

Cisco Smart Software Manager は、システムのライセンスを処理するクラウドベースのサービス
です。 Unified Communications Manager が直接またはプロキシ サーバ経由で、cisco.comに接続
できる場合に、このオプションを使用します。Cisco Smart SoftwareManagerによって、次のこ
とを行うことができます。

• ライセンスの管理およびトラック

• バーチャル アカウント間でのライセンスの移動

• 登録済みの製品インスタンスの削除

オプションで、Unified CommunicationsManagerが直接Cisco Smart SoftwareManagerに接続でき
ない場合、接続を管理するプロキシ サーバを導入することができます。

Cisco Smart Software Manager の詳細については、https://software.cisco.com に進みます。

Cisco Smart Software Manager サテライト

Cisco Smart Software Manager サテライトは、セキュリティ上または可用性上の理由で、Unified
Communications Manager が直接 cisco.com に接続できない場合に、ライセンスのニーズを処理
できるオンプレミス導入です。 このオプションを導入すると、UnifiedCommunicationsManager
は、ライセンスの使用を登録し、サテライトに報告します。この際、cisco.com でホストされ
ているバックエンドの Cisco Smart Software Managerとそのデータベースを定期的に同期しま
す。

サテライトが cisco.com に直接接続できるかどうかに応じて、Cisco Smart Software Manager サ
テライトを接続または切断のいずれかのモードで導入できます。
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• 接続（Connected）：Smart SoftwareManagerサテライトから cisco.comへの直接の接続があ
る場合に使用されます。 スマート アカウントの同期が自動的に実行されます。

• 切断（Disconnected）：Smart SoftwareManagerサテライトから cisco.comへの接続がない場
合に使用されます。 Smart Account の同期を手動でアップロードおよびダウンロードする
必要があります。

デュアルスタックモードで実行される Unified CM は、IPv4 アドレスと IPv6 アドレスを使用し
て構成されたサテライトをサポートします。

（注）

Cisco Smart Software Manager サテライトの情報およびドキュメントについては、
https://www.cisco.com/c/en/us/buy/smart-accounts/software-manager-satellite.html に進みます。

ライセンスタイプ
ニーズをカバーするために、次のライセンス タイプを使用できます。

Cisco Unified Workspace Licensing

Cisco Unified Workspace Licensing（UWL）は、シスコ コラボレーション アプリケーショ
ンおよびサービスの最も一般的なバンドルをコスト効率の高いシンプルなパッケージで提
供します。 このパッケージには、ソフト クライアント、アプリケーション サーバ ソフト
ウェア、およびユーザごとのライセンスが含まれています。

Cisco User Connect Licensing

User Connect Licensing（UCL）は、個々の Cisco Unified Communications アプリケーション
に対するユーザベースのライセンスで、アプリケーション サーバ ソフトウェア、ユーザ
ライセンス、ソフト クライアントが含まれています。 UCL は、必要なデバイスのタイプ
とデバイスの数に応じて、Essential、Basic、Enhanced、Enhanced Plusの各バージョンから
選択できます。

これらのライセンス タイプと使用可能なバージョンの詳細については、
「http://www.cisco.com/c/en/us/products/unified-communications/unified-communications-licensing/
index.html」を参照してください。

Session Management Edition

Session Management Edition は、Cisco Smart Software Manager または Cisco Smart Software
Managerサテライトのいずれかに登録できます。UnifiedCommunicationsManagerと同じプ
ロセスを使用して Session Management Edition を登録し、Cisco Unified Communications
Managerが登録されている仮想アカウントまたは別の仮想アカウントに登録し、最小限の
ライセンス要件を満たすことができます。

特定ライセンス予約 (SDSL) に登録された SME には、SDSL 承認コードの生成中に CSSM
に予約された最小ライセンス セットが必要です。

（注）
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製品インスタンスの評価モード
Unified Communications Manager は、インストール後 90 日間は評価期間として実行されます。
評価期間が終了すると、Cisco Smart Software Manager または Cisco Smart Software Manager サテ
ライトに登録されるまで、UnifiedCommunicationsManagerで新規ユーザや新規端末の追加がで
きなくなります。

製品が登録されると評価期間は終了します。（注）

90日の評価期間を使用して実行している間、セキュアSIPトランクを導入することはできませ
ん。 セキュア SIP トランクを導入するには、製品登録トークンで [輸出規制による機能限定の
許可（Allow export-controlled functionality）] を選択した Smart Software Managerアカウントに
システムを登録してある必要があります。

（注）

システムライセンスの前提条件
システムのライセンスプランの策定

Unified Communications（UC）のライセンス構造を確認し、把握します。 詳細については、
http://www.cisco.com/c/en/us/products/unified-communications/unified-communications-licensing/
index.htmlを参照してください。

リリース 14SU4 および 15SU2 以降、スマートライセンシングのトランスポートモードとして
の Call Home は廃止されました。 スマート トランスポート モードは、スマートライセンスに
導入された新しいトランスポートモードです。

重要

Unified Communications Manager を Smart Software Manager サービスに接続する方法を計画しま
す。

• cisco.com の Cisco Smart Software Manager への直接接続：Unified Communications Manager
は、cisco.com の Cisco Smart Software Manager に直接接続します。 このオプションでは、
Call Home 用 tools.cisco.com および Smart Transport用 smartreceiver.cisco.com
を解決する DNS を Unified Communications Manager に設定する必要があります。

• プロキシサーバー経由での Smart Software Manager への接続（Connection to Smart Software
Manager via proxy serve）：Unified CommunicationsManagerはプロキシサーバーまたはトラ
ンスポートゲートウェイに接続し、そこから cisco.com の Cisco スマート ソフトウェア マ
ネージャ サービスに接続します。DNSはUnified CommunicationsManagerでは必要ありま
せんが、Call Home 用 tools.cisco.com および Smart Transport 用
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smartreceiver.cisco.com を解決できる DNS をプロキシサーバーに設定する必要が
あります。

Smart Transport は、トランスポート ゲートウェイではサポートさ
れておらず、リリース 14SU4 および 15SU2 以降では適用されま
せん。

（注）

• トランスポートゲートウェイ経由でのSmart SoftwareManagerへの接続（Connection to Smart
Software Manager via Transport Gateway）：Unified Communications Manager はプロキシサー
バーまたはトランスポートゲートウェイに接続し、そこから cisco.com の Cisco スマート
ソフトウェア マネージャ サービスに接続します。 Unified Communications Manager では
DNS は必要ありませんが、プロキシ サーバで tools.cisco.com を解決できるように
DNSを設定する必要があります。SmartTransportはトランスポートゲートウェイには対応
していません。

• オンプレミスのCisco Smart SoftwareManagerサテライトへの接続：Unified Communications
Manager は、オンプレミスの Smart Software Manager サテライトに接続します。 Unified
Communications Manager では DNS は必要ありません。 DNS 問題を解決できるのは Call
Home 用 tools.cisco.com および Smart Transport 用 smartreceiver.cisco.com ス
マートトランスポートです。接続モードを導入する場合、サテライトサーバーにこれらが
必要です。 非接続モード展開の場合は、サテライトサーバで DNS を使用する必要はあり
ません。

スマートライセンスの登録

スマートアカウントおよびバーチャルアカウントのセットアップ。 詳細については、
https://software.cisco.com/を参照してください。

（オプション）Cisco Smart Software Manager サテライトを導入する場合は、サテライトをイン
ストールしてセットアップします。 『Smart Software Manager サテライト設置ガイド』などの
ドキュメントを参照してください。 ドキュメントは https://www.cisco.com/c/en/us/buy/
smart-accounts/software-manager-satellite.html で入手できます。

スマート ソフトウェア ライセンシングのタスク フロー
このタスクを完了して、UnifiedCommunicationsManagerのシステムライセンスを設定します。

手順

目的コマンドまたはアクション

仮想アカウントでの製品インスタンス登
録トークンの生成は、この手順を使用し
ます。

製品インスタンスの登録トークンの取得
（14 ページ）.

ステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

Unified CommuncationsManagerがスマー
ト ソフトウェア ライセンシング サービ

Smart Software Licensingへの接続の設定
(リリース 14SU4 および 15SU2 まで適
用) （15 ページ）

ステップ 2

スに接続するトランスポート設定を選択
します。 デフォルトでは [直接
（Direct）]オプションが選択されてお
り、製品がシスコ ライセンシング サー
バに直接接続します。

Unified CommuncationsManagerがスマー
ト ソフトウェア ライセンシング サービ

スマート ソフトウェア ライセンシング
へのConnectionの設定（リリース14SU4
以降に適用） （16 ページ）

ステップ 3

スに接続するトランスポート設定を選択
します。 デフォルトでは [直接
（Direct）]オプションが選択されてお
り、製品がシスコ ライセンシング サー
バに直接接続します。

以下の手順で ユニファイド コミュニ
ケーション マネージャ を Cisco スマー

Cisco Smart Software Manager への登録
（18 ページ）.

ステップ 4

トソフトウェアマネージャまたはCisco
スマートソフトウェア マネージャ サテ
ライトに登録します。

製品インスタンスの登録トークンの取得

始める前に

製品インスタンスを登録するには、Cisco Smart Software Manager または Cisco Smart Software
Manager サテライトから製品インスタンス登録トークンを取得します。 トークンは、エクス
ポート管理された機能が有効か無効かに関係なく生成できます。

手順

ステップ 1 Cisco Smart Software Manager または Cisco Smart Software Manager サテライトのいずれかでス
マート アカウントにログインします。

ステップ 2 Unified Communications Manager クラスタを関連付けるバーチャル アカウントに移動します。

ステップ 3 「製品インスタンス登録トークン」を生成します。

（注）
[このトークンで登録されている製品でエクスポート管理された機能を許可（Allow
export-controlled functionality on the products registered with this token）]チェックボックスを選択
して、このスマートアカウントで使用する製品インスタンスのトークンに対して、エクスポー
ト管理された機能を有効にします。このチェックボックスをオンにして条件に同意して、この
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登録トークンに登録されている製品の高度な暗号化を有効にします。 デフォルトでは、この
チェックボックスはオンになっています。エクスポート管理された機能をこのトークンで使用
できなくするには、このチェックボックスをオフにします。

注意
このオプションは、輸出規制機能に準拠している場合のみ使用します。

（注）
[このトークンで登録されている製品の輸出規制による機能限定を許可する（Allow
export-controlled functionality on the products registered with this token）] チェックボックスは、
輸出規制による機能限定の使用を許可されないスマート アカウントの場合には表示されませ
ん。

ステップ 4 トークンをコピーするか、別の場所に保存します。

詳細については、https://software.cisco.com/ を参照してください。

Smart Software Licensing への接続の設定 (リリース 14SU4 および 15SU2
まで適用)

この作業を完了して、Smart Software LicensingサービスにUnified CommunicationsManagerを接
続します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [ライセンス（Licensing）] > [ラ
イセンス管理（License Management）] を選択します。
[ライセンス管理（LicenseManagement）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [スマートソフトウェアライセンシング（Smart Software Licensing）]セクションから、[ライセ
ンスSmart Call Home設定の表示/編集（View/Edit the Licensing Smart Call Home settings）]リンク
をクリックします。
[転送設定（Transport Settings）]ダイアログ ボックスが表示されます。

ステップ 3 Smart Licensing サービスに Unified Communications Manager を接続する方法を選択します。

• [直接（Direct）]：Unified Communications Manager が cisco.com の Smart Software Manager
に直接接続します。 これがデフォルトのオプションです。 このオプションでは、
tools.cisco.com を解決できるUnified CommunicationsManagerでDNSを導入する必要
があります。

• [トランスポートゲートウェイ（Transport Gateway）]：Unified Communications Manager が
オンプレミスの Cisco Smart Software Manager サテライトまたはシステム ラインセンシン
グ用のトランスポート ゲートウェイに接続します。 [URL] テキスト ボックスに、Smart
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Software Managerサテライトまたはトランスポート ゲートウェイのアドレスとポートを入
力します。 fqdn_of_smart_software_manager:port_number が一例になります。
HTTPS の場合は、port 443 を使用します。

• HTTP/HTTPS プロキシ（HTTP/HTTPS Proxy）：Unified Communications Manager はプロ
キシサーバーに接続します。プロキシサーバーは、Cisco スマート ソフトウェア マネー
ジャ サービスと併せて、cisco.com のサテライトおよびトランスポートゲートウェイと接
続します。 プロキシ サーバの IP アドレス、ホスト名、およびポートを入力します。

• HTTP または HTTPS プロキシに対して認証が必要（Authentication needed on HTTP or
HTTPSproxy）：認証ベースのプロキシサーバーを使用してCiscoスマートソフトウェ
ア マネージャに登録する場合は、このチェックボックスをオンにします。

• IP Address/Host Name

• [ポート（Port）]：HTTPS の場合、port 443 を使用します。

• ユーザ名

• [パスワード（Password）]

ステップ 4 Unified Communications Manager が IP アドレスとホスト名を共有しないように制限するには、
スマート ライセンシング登録中に [自分のホスト名またはIPアドレスをシスコと共有しません
（Do not share my hostname or IP address with Cisco）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [保存] をクリックします。

スマートソフトウェアライセンシングへのConnectionの設定（リリー
ス 14SU4 以降に適用）

この作業を完了して、Smart Software LicensingサービスにUnified CommunicationsManagerを接
続します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [ライセンス（Licensing）] > [ラ
イセンス管理（License Management）] を選択します。
[ライセンス管理（LicenseManagement）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [スマート ソフトウェア ライセンシング（Smart Software Licensing）] セクションから、[ライ
センス転送設定の表示/編集（View/Edit the Licensing Transport settings）] リンクをクリックし
ます。
[転送設定（Transport Settings）]ダイアログ ボックスが表示されます。

ステップ 3 Smart Licensing サービスに Unified Communications Manager を接続する方法を選択します。
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• [直接（Direct）]：Unified Communications Manager が cisco.com の Smart Software Manager
に直接接続します。これがデフォルトのオプションです。このオプションでは、CallHome
用 tools.cisco.com および Smart Transport 用 smartreceiver.cisco.com を解決
できる DNS を Unified Communications Manager に導入する必要があります。

• Cisco Smart Software Manager サテライト（Cisco Smart Software Manager satellite）：
UnifiedCommunicationsManagerは、システムのライセンスを処理するため、オンプレミス
の Cisco Smart Software Manager サテライトに接続します。 [URL] テキストボックスに、
Smart Software Manager サテライトのアドレスとポートを入力します。
fqdn_of_smart_software_manager:port_number が一例になります。HTTPSの場
合、ポート 443 を使用します。Cisco Smart Software Manager サテライトは、サテライト
バージョン 7-201907 以降の Smart Transport をサポートします。

• HTTP/HTTPS プロキシ（HTTP/HTTPS Proxy）：Unified Communications Manager はプロ
キシサーバーに接続します。プロキシサーバーは cisco.comのCiscoSmart SoftwareManager
サービスに接続します。 プロキシ サーバの IP アドレス、ホスト名、およびポートを入力
します。

• HTTP または HTTPS プロキシに対して認証が必要（Authentication needed on HTTP or
HTTPSproxy）：認証ベースのプロキシサーバーを使用してCiscoスマートソフトウェ
ア マネージャに登録する場合は、このチェックボックスをオンにします。

• IP Address/Host Name

• [ポート（Port）]：HTTPS の場合、port 443 を使用します。

• ユーザ名

• [パスワード（Password）]

（注）
トランスポートゲートウェイをトランスポートモードとして使用することは、スマートト
ランスポートではサポートされていません。 そのため、アップグレードまたは移行後の
Call Home を使用し続けます。 Smart Transport モードに切り替えるには、製品の登録を解
除してください。 また、システムはダイレクトまたは Cisco Smart Software Manager サテ
ライトまたは HTTP/HTTPS プロキシサーバーを使用して Smart Transport URL に接続する
必要があります。

ステップ 4 Unified Communications Manager が IP アドレスとホスト名を共有しないように制限するには、
スマート ライセンシング登録中に [自分のホスト名またはIPアドレスをシスコと共有しません
（Do not share my hostname or IP address with Cisco）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 UnifiedCommunicationsManagerを Smart Licensingサービスに接続する方法を選択した後、まず
[保存] をクリックします。

ステップ 6 [Smart Transport によるテスト接続性（Test connectivity with Smart Transport）] をクリック
して、トランスポート設定の構成を通じた Unified Communications Manager と Smart Transport
エンドポイントとの接続をテストできます。

ステップ 7 [切り替える（Switch）] をクリックして、転送モードを Call Home から Smart Transport に変更
します。 切り替えプロセスの間、Cisco Smart License Manager サービスが再起動します。 この
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オプションは、ダイレクト、HTTP/HTTPSプロキシサーバー、またはCallHomeモードのCisco
Smart Software Manager サテライトでのみ利用できます。

（注）
スマートトランスポートとの接続テストに成功したら、[切り替える（Switch）] ボタンが有効
になります。

ステップ 8 [閉じる（Close）] をクリックします。

Cisco Smart Software Manager への登録
製品を Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテライトに登録する
には、この手順を使用します。 登録するまで、製品は評価モードになっています。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [ライセンス（Licensing）] > [ラ
イセンス管理（License Management）] を選択します。
[ライセンス管理（LicenseManagement）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [スマートソフトウェアライセンシング（Smart Software Licensing）]セクションで、[登録
（Register）]ボタンをクリックします。
[登録（Registration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [製品インスタンス登録トークン（Product Instance Registration Token）]セクションで、Smart
SoftwareManagerまたは Smart SoftwareManagerサテライトを使用して生成し、コピーまたは保
存した「登録トークン キー」を貼り付けます。

ステップ 4 [登録（Register）]をクリックして、登録プロセスを完了します。

ステップ 5 [閉じる（Close）] をクリックします。 詳細については、オンライン ヘルプを参照してくださ
い。

ステップ 6 [ライセンスの使用状況レポート（License Usage Report）]セクションで、[使用状況の詳細の更
新（UpdateUsageDetails）]をクリックして、システムのライセンスの使用状況の情報を手動で
更新します。

（注）
使用状況の情報は、24 時間ごとに自動的に更新されます。 詳細については、オンライン ヘル
プを参照してください。
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スマート ソフトウェア ライセンシングでの追加タスク
Unified Communications Manager とスマート ソフトウェア ライセンシングでは、次のオプショ
ンのタスクを実行できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

ライセンスタイプの下に表示されるすべ
てのライセンスのライセンス認証ステー

認証を更新 （20 ページ）ステップ 1

タスを手動で更新するにはこの手順を実
行ｈします。

（注）
ライセンス認証は30日ごとに自動的に
更新されます。 Cisco Smart Software
Manager または Cisco Smart Software
Manager サテライトに接続しないと、
認証ステータスの期限は90日後に切れ
ます。

Cisco Smart Software Manager サテライ
トのオプションを選択する場合、この
サテライトが認証を行うために、Cisco
Smart Software Manager へのインター
ネット接続が必要になります。 Cisco
Smart Software Manager サテライトは、
接続時間が設定可能な接続済みモード
と、手動同期が必要な切断モードの 2
つのモードで動作できます。

登録情報を手動で更新するには、以下手
順を実行します。

登録の更新 （21 ページ）ステップ 2

（注）
初回登録の有効期間は 1 年です。 登録
の更新は、製品を Cisco Smart Software
Manager または Cisco Smart Software
Managerサテライトに接続すると、6か
月ごとに自動的に行われます。

Cisco Smart Software Manager または
Smart Software Manager サテライトから

登録解除 （22 ページ）ステップ 3

Unified Communications Manager クラス
タを切断するには、このタスクを実行し
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目的コマンドまたはアクション

ます。 製品は、評価期間の終了まで評
価モードに戻ります。 製品で使用され
ているすべてのライセンス権限は、バー
チャル アカウントにすぐにリリースさ
れ、他の製品インスタンスで使用できる
ようになります。

Unified Communications Managerを Cisco
Smart SoftwareManagerまたはCisco Smart

Cisco Smart SoftwareManagerでのライセ
ンスの再登録 （23 ページ）

ステップ 4

SoftwareManagerサテライトに再登録す
るには、このタスクを実行します。

（注）
新しいバーチャル アカウントのトーク
ンを使用して再登録すると、製品が異
なるバーチャル アカウントに移行され
る場合があります。

認証を更新
この手順を使用すると、ライセンスタイプの下に表示されるすべてのライセンスのライセンス
認証ステータスを手動で更新できます。

ライセンス認証は 30 日ごとに自動的に更新されます。 Cisco Smart Software Manager または
Cisco Smart Software Manager サテライトに接続しないと、認証ステータスの期限は 90 日後に
切れます。

Cisco Smart Software Manager サテライトのオプションを選択する場合、このサテライトが認証
を行うために、Cisco Smart SoftwareManagerへのインターネット接続が必要になります。Cisco
Smart Software Manager サテライトは、接続時間が設定可能な接続済みモードと、手動同期が
必要な切断モードの 2 つのモードで動作できます。

（注）

始める前に

製品は Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテライトに登録する
必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [ライセンス（Licensing）] > [ラ
イセンス管理（License Management）] を選択します。
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[ライセンス管理（LicenseManagement）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [スマートソフトウェアライセンシング（Smart Software Licensing）]セクションで、[アクショ
ン（Actions）]ドロップダウン リストをクリックします。

ステップ 3 [認証を今すぐ更新（Renew Authorization Now）]を選択します。
[認証の更新（Renew Authorization）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [OK]をクリックします。

Unified Communications Manager は、「ライセンス承認ステータス」を確認するために Cisco
Smart Software Manager または Cisco Smart Software Manager サテライトに要求を送信し、Cisco
Smart SoftwareManagerまたはCisco Smart SoftwareManagerサテライトがUnified Communications
Managerにステータスを返します。詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 5 [ライセンスの使用状況レポート（License Usage Report）]セクションで、[使用状況の詳細の更
新（UpdateUsageDetails）]をクリックして、システムのライセンスの使用状況の情報を手動で
更新します。

（注）
使用状況の情報は、24 時間ごとに自動的に更新されます。 フィールドと設定オプションの詳
細については、システムのオンライン ヘルプを参照してください。

登録の更新
製品を Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテライトに登録する
間、製品の識別にはセキュリティアソシエーションが使用され、登録証明によってアンカーが
設定されます。この有効期限（登録期間）は 1 年間です。 これは登録トークン ID の有効期限
とは異なり、トークンの時間制限が有効になります。この登録期間は6か月ごとに自動的に更
新されます。 ただし、問題がある場合は、この登録期間を手動で更新できます。

始める前に

製品は Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテライトに登録する
必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [ライセンス（Licensing）] > [ラ
イセンス管理（License Management）] を選択します。
[ライセンス管理（LicenseManagement）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [スマートソフトウェアライセンシング（Smart Software Licensing）]セクションで、[アクショ
ン（Actions）]ドロップダウン リストをクリックします。

ステップ 3 [登録を今すぐ更新（Renew Registration Now）]を選択します。
[登録の更新（Renew Registration）]ウィンドウが表示されます。
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ステップ 4 [OK]をクリックします。

Unified CommunicationsManagerは、「登録ステータス」 を確認するためにCisco Smart Software
Manager または Cisco Smart Software Manager サテライトに要求を送信し、Cisco Smart Software
Manager または Cisco Smart Software Manager サテライトが Unified Communications Manager に
ステータスを返します。

ステップ 5 [ライセンスの使用状況レポート（License Usage Report）]セクションで、[使用状況の詳細の更
新（UpdateUsageDetails）]をクリックして、システムのライセンスの使用状況の情報を手動で
更新します。

（注）
使用状況の情報は、24 時間ごとに自動的に更新されます。 フィールドと設定オプションの詳
細については、システムのオンライン ヘルプを参照してください。

登録解除
この手順を使用すると、Cisco Smart Software Manager または Cisco Smart Software Manager サテ
ライトから登録を解除して、現在のバーチャルアカウントからすべてのライセンスをリリース
します。 この手順を実行すると、UnifiedCommunicationsManagerクラスタがCiscoSmart Software
ManagerまたはCisco Smart SoftwareManagerサテライトから切断されます。 製品で使用されて
いるすべてのライセンス権限は、バーチャルアカウントにリリースされ、他の製品インスタン
スで使用できるようになります。

Unified Communications Manager が Cisco Smart Software Manager または Cisco Smart Software
Managerサテライトに接続できず、製品がまだ登録されていない場合は、警告メッセージが表
示されます。 このメッセージでは、製品を Cisco Smart Software Manager または Cisco Smart
Software Manager サテライトから手動で削除してライセンスを解放する通知が表示されていま
す。

（注）

始める前に

製品は Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテライトに登録する
必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [ライセンス（Licensing）] > [ラ
イセンス管理（License Management）] を選択します。
[ライセンス管理（LicenseManagement）]ウィンドウが表示されます。
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ステップ 2 [スマートソフトウェアライセンシング（Smart Software Licensing）]セクションで、[アクショ
ン（Actions）]ドロップダウン リストをクリックします。

ステップ 3 [登録解除（Deregister）]を選択します。
登録解除 ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [OK]をクリックします。

ステップ 5 [ライセンスの使用状況レポート（License Usage Report）]セクションで、[使用状況の詳細の更
新（UpdateUsageDetails）]をクリックして、システムのライセンスの使用状況の情報を手動で
更新します。

（注）
使用状況の情報は、24 時間ごとに自動的に更新されます。 フィールドと設定オプションの詳
細については、システムのオンライン ヘルプを参照してください。

（注）
• Cisco Smart Software Manager または Cisco Smart Software Manager サテライトへの登録後に

データ プレーン暗号化（混合モードの Unified Communications Manager クラスタ）が有効
化され、製品が後で登録解除された場合、混合モードでは引き続き有効となります。

Cisco Smart Software Manager または Cisco Smart Software Manager サテライトから製品が登
録解除されると、SmartLicenseExportControlNotAllowedという名前の警告が管理者に送信さ
れ、クラスタが非セキュアモードに設定されます。混在モードは、再起動後も引き続き有
効となります。

• この登録解除後の動作は、製品の将来のバージョンでは変更される可能性があります。
CTLクライアントのセットアップに関する詳細については、『Cisco Unified Communications

Manager セキュリティガイド』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-presence/products-maintenance-guides-list.html）の「「Cisco CTL クライアントの設
定」」の章を参照してください。

トークンレス CTLの混合モードに関する詳細については、「「Tokenless CTLとの CUCM
混合モード」」（http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-tech-notes-list.html）の項を参照してく
ださい。

Cisco Smart Software Manager でのライセンスの再登録
この手順を使用すると、Cisco Unified Communications Manager を Cisco Smart Software Manager
または Cisco Smart Software Manager サテライトに再登録できます。

始める前に

製品インスタンスの登録トークンの取得 （14 ページ）.
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [ライセンス（Licensing）] > [ラ
イセンス管理（License Management）] を選択します。
[ライセンス管理（LicenseManagement）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [スマートソフトウェアライセンシング（Smart Software Licensing）]セクションで、[登録
（Register）]ボタンをクリックします。
[登録（Registration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [スマートソフトウェアライセンシング（Smart Software Licensing）]セクションで、[アクショ
ン（Actions）]ドロップダウン リストをクリックします。

ステップ 4 [登録（Reregister）]を選択します。
[登録（Reregister）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [OK]をクリックします。

ステップ 6 [製品インスタンス登録トークン（Product Instance Registration Token）]セクションで、Cisco
Smart Software Manager または Cisco Smart Software Manager サテライトを使用して生成し、コ
ピーまたは保存した「登録トークン キー」を貼り付けます。

ステップ 7 [登録（Register）]をクリックして、登録プロセスを完了します。

ステップ 8 [閉じる（Close）] をクリックします。 詳細については、オンライン ヘルプを参照してくださ
い。

ステップ 9 [ライセンスの使用状況レポート（License Usage Report）]セクションで、[使用状況の詳細の更
新（UpdateUsageDetails）]をクリックして、システムのライセンスの使用状況の情報を手動で
更新します。

（注）
使用状況の情報は、24 時間ごとに自動的に更新されます。 フィールドと設定オプションの詳
細については、システムのオンライン ヘルプを参照してください。

特定のライセンスの予約
特定ライセンス予約は、非常にセキュリティの高いネットワークで使用される機能です。特定
ライセンス予約は、使用情報を通信せずに、デバイス（製品インスタンス、Unified
Communications Manager）にソフトウェアライセンスを展開する方法を提供します。

UnifiedCommunicationsManager製品では、永久ライセンスまたは期間ベースのライセンスを指
定して予約することができます。認証コードが交換された後は、予約に変更があるまで定期的
な製品の同期は必要ありません。予約済みライセンスは、リターンコードを使用して製品から
リリースされてない限り、Cisco Smart Software Manager でブロックされたままになります。

Cisco Unified Communications Manager システム設定ガイド, リリース 14 および SUs
24

システム コンポーネント
特定のライセンスの予約



図 1 : ライセンスの予約

予約済みライセンスの更新または変更 (増減)は、Cisco Smart Software Managerで以前に予約さ
れたライセンスに実行できます。新しい認証コードの製品へのインストールおよび確認コード
の取得が可能です。 製品からの確認コードが Cisco Smart Software Manager にインストールさ
れていない限り、新しい変更は送信中の状態のままになります。

図 2 : ライセンス予約のアップデート

ライセンスが製品インスタンス（UnifiedCommunicationsManager）で予約されている場合、ス
マートアカウントから製品インスタンスを削除して、スマートアカウントからその製品インス
タンス（Unified Communications Manager）に予約されているすべてのライセンスをすべてリ
リースするには、2 つの方法があります。

製品インスタンスは動作可能 (グレースフル削除): 製品インスタンスで（認証コードの削除）
予約戻りコードを作成して、特定のライセンス予約認証をリリースすることができます。その
後、CiscoSmart Software Manager に予約戻りコードを入力します。

製品インスタンスは動作不可能 (失敗または RMA による場合、または VM またはコンテナを
破棄する場合): ユーザは TAC に連絡する必要があります。スマートアカウントからの製品イ
ンスタンスの削除は、TACが行います。
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図 3 : 製品インスタンスの削除: Unified Communications Manager

ユーザが特定のライセンス予約を有効にするには、CLI 設定のみが使用可能です。（注）

特定ライセンス予約が Unified Communications Manager で有効化されている場合、クラウド オ
ンボーディング用のバウチャー生成はサポートされません。

（注）

スマート アカウントでライセンス予約機能を使用できるお客様は、自身のバーチャル アカウ
ントからライセンスを予約し、そのライセンスをデバイス UDI に関連付けて、接続していな
い状態で予約済みライセンスを使用してデバイスを使用することができます。この場合、バー
チャル アカウントから UDI 用の特定ライセンスと数量を予約します。 以下のオプションは、
特定のライセンス予約向けの新機能および設計要素の説明です。

• license smart reservation enable

• license smart reservation disable

• license smart reservation request

• license smart reservation cancel

• ライセンス予約の更新

• license smart reservation install "<authorization-code>"

• license smart reservation install-file <url>

• license smart reservation return

• license smart reservation return-authorization "<authorization-code>"
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特定のライセンスの予約タスクフロー
これらのタスクを完了して、Unified Communications Manager の特定のライセンスを予約しま
す。

license smart reservation enable

特定のライセンスの予約を有効化するには、この手順を使用します。

始める前に

Unified CommunicationsManagerがCisco Smart SoftwareManagerまたはサテライトから登録解除
されます。

手順

Cisco Unified CM 管理コンソールから、次の CLI コマンドを実行します。

• license smart reservation enable

license smart reservation request

UnifiedCommunicationsManager製品から予約要求コードを生成するには、この手順を使用しま
す。

始める前に

ライセンススマート予約の有効化を実行して、UnifiedCommunicationsManagerの登録ステータ
スが予約中であることを確認します。

コマンド

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM管理コンソールから、license smart reservation request コマンドを実行します。

ステップ 2 CSSM [Cisco Smart Software manager] にログインし、予約リクエストコードを入力します。
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ステップ 3 このデバイス用に予約する必要があるライセンスを選択し、承認コードを生成します。
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ステップ 4 認証コードを製品インスタンスにコピーし、license smart reservation install
"<authorization-code>" コマンドを実行してインストールします。

license smart reservation install "<authorization-code>"

Cisco Smart Software Manager から生成された予約承認コードをインストールするには、この手
順を使用します。

始める前に

次の順序でコマンドを実行して、Unified Communications Manager の登録ステータスが [進行中
の予約（Reservation In Progress）] であることを確認します。

• license smart reservation enable

• license smart reservation request

手順

Cisco Unified CM 管理コンソールから、次の CLI コマンドを実行します。

• license smart reservation install "<authorization-code>"

license smart reservation install-file <url>

Cisco Smart SoftwareManagerで生成されたライセンス予約承認コード ファイルをインストール
するには、この手順を使用します。

始める前に

次の順序でコマンドを実行して、Unified Communications Manager の登録ステータスが [進行中
の予約（Reservation In Progress）] であることを確認します。

• license smart reservation enable

• license smart reservation request
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URL は、SFTP サーバ上の承認コード ファイルへの必須のパスであり、次の形式で表されま
す。

（注）

sftp://<HostName/IP>:<port>/<Path to Authorization-Code file>

手順

Cisco Unified CM 管理コンソールから、次の CLI コマンドを実行します。

• license smart reservation install-file <url>

特定のライセンス予約に関する追加タスク
特定ライセンス予約については、UnifiedCommunicationsManagerで次の追加タスクを使用でき
ます。

license smart reservation disable

このプロセスで特定のライセンスの保留を無効にします。

始める前に

特定ライセンス予約は、Unified Communications Manager で有効化します。

手順

Cisco Unified CM 管理コンソールから、次の CLI コマンドを実行します。

• license smart reservation disable

ライセンス予約の更新
製品インスタンスのライセンス予約を更新し、新しい承認コードを取得するには、次の手順を
使用します。

始める前に

次の順序でコマンドを実行して、Unified CommuncationsMangerの登録ステータスが [登録済み
-特定ライセンス予約] であることを確認します。
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• license smart reservation enable

• license smart reservation request

• license smart reservation install "<authorization-code>"

UnifiedCommunicationsManagerで特定のライセンス予約が有効になっている場合、上位層から
ライセンスを取得しても自動的には実行されません。ライセンス予約は、UnifiedCommunications
Manager のライセンス消費/使用量に手動で更新する必要があります。

（注）

手順

ステップ 1 CSSM の予約を更新する製品インスタンスの横にある [アクションからの予約ライセンスの更
新] ドロップダウン リストを選択します。

ステップ 2 予約の更新 (この製品インスタンスのライセンスの追加/削除/更新)し、承認コードを生成しま
す。
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ステップ 3 認証コードを製品インスタンスにコピーし、license smart reservation install
“<authorization-code>” コマンドを実行してインストールします。

ステップ 4 承認コードが正常にインストールされた後、製品に確認コードが生成されます。
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ステップ 5 確認コードを CSSM にコピーし、予約の更新を完了するために入力します。

license smart reservation cancel

次の手順を使用して、CUCM要求コードに対するCisco Smart SoftwareManagerからの認証コー
ドがインストールされる前に、予約プロセスをキャンセルします。

始める前に

次の順序でコマンドを実行して、Unified Communications Manager の登録ステータスが [進行中
の予約（Reservation In Progress）] であることを確認します。

• license smart reservation enable

• license smart reservation request

手順

Cisco Unified CM 管理コンソールから、次の CLI コマンドを実行します。

• license smart reservation cancel
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license smart reservation return

ライセンスを仮想アカウントプールに返却、CSSMから製品インスタンスを削除する際にCisco
Smart Software Manager に入力する必要がある返却コードを生成するには、この手順を使用し
ます。

始める前に

次の順序でコマンドを実行して、Unified CommuncationsMangerの登録ステータスが [登録済み
-特定ライセンス予約（Registered - Specific License Reservation）] であることを確認します。

• license smart reservation enable

• license smart reservation request

• license smart reservation install "<authorization-code>"

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM 管理コンソールから、license smart reservation return コマンドを実行します。

ステップ 2 予約戻りコードを CSSM へコピーし、製品インスタンスを削除します。
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license smart reservation return-authorization "<authorization-code>"

まだインストールされていない認証コードのリターンコードを生成するには、次の手順を使用
します。 バーチャル アカウント プールにライセンスを返却して CSSM から製品インスタンス
を削除するには、この返却コードをCisco Smart SoftwareManagerに入力する必要があります。

始める前に

次の手順でコマンドを実行して、Unified Communcations Manager の登録ステータスが [進行中
の予約（Reservation In Progress）] であることを確認します。

• license smart reservation enable

• license smart reservation request
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